
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

平成 2１年度の活

動の様子をお知ら

せします。 

第７回休日支援事業 

きょうど料理をつくろう！ 
 期  日 平成２２年２月１３日（土） 

活動場所 種市小学校 家庭科室 

参 加 者 児 童   １０名 

保護者    ４名 

支援する会 １５名 

切り方を教えていただきながら、ニンジン、ゴボウ、ネギを包丁で調理しました。鶏肉は大人
の人が炒めて鍋に入れてくれました。シメジは手で適当な大きさ分けました。 

今年度最後の休日支援事業は、郷土料理「ひっつみ」に挑戦しました。今年度も濱渡トメさん、
竹高幸子さん、滝川ハキさんの３名の方を講師としてお迎えしました、 
「ひっつみ」は昔から岩手の郷土料理として親しまれてきました。水で練った小麦粉をひっつま
んで（ひきちぎっての方言）鍋に入れることから「ひっつみ」と呼ばれているようです。「とっ
てなげ」「すいとん」とも呼ぶこともあります。 

 

「ひっつみ」は、練
った小麦粉をとっ
て鍋に投げ入れる
ので「とってなげ」
とも言われます。 
 赤飯も準備した
のでお楽しみに！ 

今 日 教 え
て く だ さ
る 先 生 方
です。 

ほら、するっ
と ゴ ボ ウ の
皮 が む け ま
した。 

赤飯は大
人に任せ
ておいて 

シメジを適当
な大きさに分
けましょう。 

こうやって、
し っ か り 練
る と 美 味 し
く な る ん だ
って。 

アンパンマン
の顔を作っち
ゃいました。 

お母さんの
ようにやっ
てごらん。 

どう、こんな
感じ、うまい
でしょ！ 

ぼ く も や
っ て み た
い！ 

なかなか
いい手つ
きだね。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

１時間半くらい調理の後、できあがった郷土料理の会食会です。子どもたちが会食会を進行し、

みんなでおいしくいただきました。 

鍋には昆布、鶏肉、シメジ、そして、みんなで切ったゴボウ、ニンジンが、グズグズと美味し

く湯気を上げています。その中に、みんなで練った小麦粉を薄くのばし、適当な大きさにちぎっ

て入れます。最後にねぎを入れると完成です。赤飯もおいしく蒸かしあがりました。 

 

食べ終わった後に、１年生の子どもたちが今日の感想を発表しました。後片付けは高学年の

子が最後までしっかりと頑張ってくれました。３人の講師の先生、ありがとうございました。 

み ん な で 作
った「ひっつ
み」はとって
も 美 味 し か
ったです。 

これ、もしかし
て私がちぎった
ひっつみかな？ 

 

オッ、これ
は、うまそ
うだ！ 

おふくろの
味を思い出
すな～！ 

お か あ さ
ん、やっぱ
り 来 て よ
かったね。 

ほら、こう
やってのば
すといいわ
よ。 

お赤飯も、お
い し く で き
たね。 

ひっつみが 
いっぱいにな
ってきたね 

お ね え ち ゃ
ん、ぼくも入
れるよ！ 漬物をテー

ブルごとに
分けよう。 

でも、楽しいか
ら、もう少し入
れよっか？ 

後片付けまで
が料理。 
頑張ってね。 

でしょ！ 

みんなが喜
んでくれて
よかったね。 

小 麦 粉 を 練
る の が 楽 し
かったです。 

包丁で切るのが難
しかったけど、上
手にできました 

おなかいっぱ
い食べてもら
いましょ。 

しっかり拭
こうね。 


